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の安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、本機を安全に正し<使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

参ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説 
明していまず。 

A /■〇 AMOCD 、 I 三の表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が巧亡:、重傷を負う危険、また 

/!\厄 I 块 VUAIMUtnJ は义が①危険が差し迫って生じることが想をされる内宮をお L / C いまず。 

A 敢とヒ f \ MAnhwwn ^ この表示を無見して、誤った取扱いをずると、人が死亡、重儒を負う可能性、ま 
_ 言 im 、 VVAMI 、 II 、 じ J _たは乂が①可能性が想定される内容をおしています。 

A fnA \ ITIOIVI 、 この表示を無視して、誤った取巧いをすると、人が懦害を負う可能性や物的捐 

乙! \ /±忌 、し MU I IUIMJ 害の発生び想定される内容を示しています。 


>お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 ® (§) ® この絵表おは、 

於、 この絵表おは、 


t を爲 この絵表をは、 


r 禁止 J されている内容です。 


この絵表示は、「注意」していただく內容です。 


この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容でず。 


説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


A を険 （ DANGER) 


★ガソリン 使用禁止 I 

ガソ I 」ンなど揮発性の窩い油は、絶対に使用しないで<ださい。 
かおの混入でを、火災の原因になります。 


MU 



告 (WARNING) 


[★ ス プレー 宙厳禁 I 

スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなどを、ストープの前面や温風のあたるところに放置しない 
で < ださい。 

熱で、生の圧力び上びり、爆発し、危険です。 


★換気お要 

換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不亮全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびありま 
す。また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあります。 

使用中は必ず1時間に！〜2回く1〜2分）換気して、新鮮な空気を補給して<ださい。 

(窓の凍結、地下室など）換気び充分におこなえない場所では、使用しないで<ださい。 



★温風吹 出 口（ルーパー）をふさがない 

衣類、紙などで温風峽出口（ルー^ .り. 

バー）や燃焼空気取入口（給気フィ 
ルター）や温風空気取入□をふさ i-A 
びないでください。巧類、紙など 
でふさぐと、異常燃焼や火災の原 r^i 

因になります。 


女寝るとさ消义 

寝るとさや列出ずるとをは、 
怒ず消火し、义がミ肖えている 
ことを確認してください。 
予想しない事故び発生するお 
それびあ D ます。 




〇 


★巧類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しない 
で < ださい。 

落下した巧類に乂びつさ、乂災 
の原因になります。 


★可燃性ガス使用厳禁 I 

ストーブを使巧している部屋 k 
で、可燃性ガスび発生するを，早 
の（ガソ I 」ン、ベンジン、シ V '" 
ンナー)、スプレーを使用しな戶巧 
いでください。乂災や故障の [} P ' 
原因にな D ます。 



を 

f 

を 

0 

使巧禁止 






田ま全のために必ずお守りください 


A ミ主意に AUTION) 


女力ーテン、可燃物近接禁止 I みい' 

カーテンや燃えやずいちののそばなどでは使用しないでください。 

毛布やふとんなどを近くに置かないでください。 ‘ 

火災び発生するおそれびあります。 

★給油赖肖火- 

給油は必ず消义して、ス I -ープの温度び充分下びってびら、乂の気のないところで 

おこなってください。 rte 

义災のおそれびありまず。 ^ 

I ★居 室內給油祭 iF 

給油は、必ず火の気のないところでおこなって<ださい。 

义がのおそれびあります。 

★油漏れ確認 ! 

給油ロロ金は確実に締めてください。給油ロロ金を下にして、ミ由漏れびないことを確かめてくださ 
し、。給油□□をを斜めに締めたりすると、園単に給油□□金びはずれて、乂災のおそれびありまず。 

油が漏れる状態で使用しないで<ださい。火災のおそれびあ0ます。 

★ほこりの除去 I を 

燃焼空気取入口（給気フィルター）や温風空気取入口は、週1回 ULh 必ず掃 ^*[4 fw=l 
除してください。ごみ、ほこりなどで燃焼空気取入□(給気フィルター）や 
温風空気お入□びつまると、異常燃焼のおそれびあ D ます。 




纖韵取入□(齡フィルタ-)湿風を気取入口 


^異常時使巧禁止 I 



におい、すすの発生、がの色など異常を感じたときは使用しないでください。 

運輯スイッチを押して「切」にしてください。異常燃焼のおそれびあります。 

万ース I -ープか S 义び出たり、床などに乂びついたときは、あむてずに消义器で消火し 


「★温風に直 接あた5ない 

温風に直接長時間あたったり、ストープの前に長時間い続けないでください。愤温やけど 八^^^^^ 

や脱水症状になるおそれびあります。湿風を直接吸い込まないでください。 

気分び悪くなることびありまず。 

★移動- 運搬するとをのま意 

ス I -ーブはひさずらないで<ださい。床面、じゅラたんなどを偏つけた D 、 本体底面の塗装びはびれて、さび 
の原因になるおそれびあ0ます。 

ストーブを移動するとをは、おず消义をし、油タンクを抜いて傾けないように静かに移動してください。油び 
漏れたり、火災になるおそれびあります。 

修理•引越しなどでストープを運搬されるとさは、必ず油タンク、ミ由受けざらの灯油を抜いてください。巧油 
びこぼれ周囲を巧ずおそれびあ。ます。__ 

★高温部接 S 虫禁止] 


燃焼中や消义直後は、高温部、温風吹出口りレーバー）に手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 


女指や 異 物を入れない 

温風巧出口（ルーパー)や燃焼空気取入 □ (給気フィルター）や温風空気取入口やス f ^ーブ 
巧部に指や異物を入れないで < ださい。 

けびや义災のおそれびあります。 


★分解修理-改造の禁止 

故障、破損した6、使用しないで<ださい。 

ストーブは絶対に巧造して使巧しないでください。 
不完全な修理や改造は危検です。 




§ 

音 

1 

0 

使巧禁止 


§ 

9 

接巧蝶止 

§ 


分解禁止 
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A ま意に AUTION) 


★保管時にしていただくこと 

長期間1ま用しないとき、または保管ずるとをは、おず灯油をあき輩源プラグをコンセントから抜いてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでくださし、。 

抜を取れなかった丹油び漏れたり、火災のおそれびあります。 


★電源コードを傷めない 

聖源コードに無理な力を加えたり、檐付けた日束ねたり、物を柔せたり加工しないでください。 
また、電源プラグを巧くとさは、コードを持って引を抜かないでください。 

電源コードび破損し、火がや感電の原因にな D ます。 


r ★長期間使巧しないとをは電源プラグを抜く1 

長期間使用しないとさは題源プラグをコンセントか5抜いて<ださい。 
火災やそ想しない事故の原因となります。 


I ★ 電源プラグ は確実に善 し込む I 

I 盤源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでくだごい。 

( また、傷んだ奪源プラグやゆるんだコンセントは使用しないでください。 
^乂がの原因にな0ます。 

めれた手での巧さ善しはしないでください。 

感電の原因になります。 


★電源プラグのお手入れをずる 


とさどきは’聖源プラグを巧を、ほこり（及び金屈物）を除去してください。 
(ほこ D や異物びたまると湿気などで絶縁不良にな D ) 义がの原因になりまず。 


「★お子様やお年寄りのご 使巧にミ ま意」 

おモ横やお年寄り、体のご不自由な方びお使いになる塌をは、やけどや、部屋の換気などについて、周囲の人 
び充分にを意してください。 


★腰をかけたり物をのせない 


ストーブの上にのったり、腰をかけたりしないでください。ス I -ーブの故障や、やけどのおそれびあります。 
ストーブの上に花びんや、水を入れたをのなどを置かないでくだごい。水びかかると漏電や故障のおそれびあ 
ります。 


廃棄する苗查 I 

ス I ブを廃棄処分するとさは、必ず油タンク、油受けざ5内の打油を抜さ取って<ださい。 

灯ミ由び入ったまま廃棄すると U サイクルの際思わめ事故び発生するおそれびあ0ます。 

(詳しくは「区]点検-手入れ」の [ T 巧タンク、油受けざ S の押除1 参照） 

女なの場所 で は使用しない 

火がや予想でをない事故や故障の原因になります。 

( 水平でない場所、不ま定な場所 ) ,_ _ _禁止 

■ 11 斜した屬所や振動の激しいところでは、使用しない 豆室‘飼胃室など人のいない場巧 ) 

でください。 • 予測でさない事故び発生するおそれびあります。 

対麗自動消乂装置び誤作動ずることがありまず。 

• しっかりしたじょうぶな床面で使用してくださし、。 ( 風のあたる場所、部屋の出入□(屋外） ) 

•毛足の長いじゅラたんの上では使用しないでください。 反■而 ■ .でしマスマ I 斗な m , 打 I 、で/だ+ 1、 : ; 山 

• 了巧 ■= 'む山' 1~で化〜 I む I 、でド " VI 、ぉ巧ォスぉみ •風のあ 7 L るとしろては使用しなし''でく巳 c _ し''。もか出 

です爱ミ岩よミ#用しなしてく广ししい。お名するあそ て危険です。掃除機の排気にもを意してください。 

•部屋の出入□など人の通る化 
ところ、人がぶつかったり UJ 
つまずく場所で使巧すると、 

乾倒して事故や火災げ超を 
るおそれびあ0ます。 


W 。 〇 

確認 


電源プラグ 
_を巧く _ 

9 


〇 

指示 


。〇 

指示 

ず。 

がぉ 

禁止 


9 

0 


〔暖炉な どストーブが囲われる場所 ) 

• 瞪炉や押入れに入れての使巧など、特殊な使いかたは 
しないでください。 

火災の原因になります。 


3 







ま全のために必ずお守りください 


A ま意に AUTION) 


★次の場所では使用しない 


乂災や予想でをない事巧や故障の原因にな D ます。 


ほこりや湿気のをい場所 


燃焼空気取入口（給気フィルター）や温風空気取入口 
び目づま D 状態になり、異常燃焼や異常過熱を起こし、 
事故になる危挨性びあります。 


^可燃性ガスの凳生する場所、 
V またはたまる場所_ 

•爆発や火災の原因になります。 


^理-美容院、 クリーニン グ店など^ 
'^^スプレーや化学藥品を使う場所_^^ 

•理■美容院、メツキ、塗装工場、電子部品組なエ摇、 
繊維閱係工場などでは使用しないで<ださい。 

器具の故障や、腐食性ガスの発生によ0金属■鏡.ガ 
ラスなどを傷める原因とな D ます。 

• 石油フアンヒーターで暖房する部屋ではシ U コーンを 
配合した枝毛用コート液やへアート U — トメント（枝 
毛用）は点乂5スや、途中消火など故障の原因になり 
ますので使用しないでください。 


0 


使用禁止 


不巧定な物をのせた棚などの下 J 

落下物により乂がび起去るおそれびあ口ます。 


直射日光のあたる場所、 
温度の高い場所 


• 異常燃焼を起こすおそれがありまず。 

•油タンクの灯油びあふれ出て火災のおそれびあります。 


高地 （1300 mi ； l 上の場所) 

酸素濃度が强いので不完全 
燃焼します。 



800-1 3日 Om では調整び必要ですので販売店まで 
お間い合わせください。 


I ★可燃物（木壁、合 板、ふずまなど）との 距離を離ず 1 

• ストーブ上方や前方の可燃物などとの距離は见ず1 m な上あけて 
くださし、。 

• 上ちの棚などからの落下物びないよラにしてください。 

•特に、カーテンなどびス I ブにふれないよラにしてください。 
•家具などからは巧分な距離をとってください。 

(熱で変形や変色、自然発火することびあります） 


※イラストは 「 LC 丄 368 S 」 です: 



〇 

距離 


お願い (Ncmc 口 

★シ U コ合製琴兰丽し京し、1 

•ストーブ（石ミ由フアンヒーター）で暖房ずる部屋では、シリコーン配合製品（ムース-ク|」ーム-液体スプレーなどの枝 
毛用へアート I 」ートメント類、つや出し剤や、防水スプレーなど）を使用しないでください。点火 S ス•途中消乂などの 
故障の原因にな D ます。 

★丹油の廃棄 I 

•灯油の廃棄処分は、好ミ由をお買上げになった販売店にご相談ください。 


图使用ずる場所 






1 各部のなまえ 

が観画- 

[ し C- し 368S I L LC-L538S 




お说確韶お 
遍風の出 □ 


給;由ロロを 


_油をけ 


絵油口 


し C- し 3 巨 8S 


し C- し 538S 



巧流用ファン 


ルー ムサー=スタ 
(室巧活おお巧卽) 


ルームサー ミスタ 


お焼を気取入口 
(給気フイルター) 


溫戚空気取入 □ 
(フアンフイルター) 



















タイマーランプ 

点灯.. 

'多'イマー運転待機中かタイマー運乾 
中かタイマー運転終了時です。 

巧滅… 

タイマー時刻を設定中です。 


タイマー運転の設定- 
解除をおこないまず。 

19ページ参照 


タイマーホタン 


運転ランプ 

点滅… 予熱中です。 
点巧… 運転中です。 



な油 セーブ ボタン 

灯油セーブ運転の設定- 
解除をおこないます。 

18ページ参照 


運転スイッチ 

運転の入•切をおこないます。 


温度/時刻合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使 
います。 

]4、 ] 目、 


チャイルド□ックボタン 

チャイルド□ックの設定-解 
除をおこないまず。 

23ページ参照 


國各部のなまえ 

操作部•表示部のなまえと使いかた、「点な」- r 点滅」の意巧 


] 己、] 9、20、22ぺージ参照 


17ページ参照 


?弓视 

'J 哺屋巧凉望 


憲呈な解間延長 


_ル部屋ボタン_ 

ル部屋運転の設定•解除をおこないます。 
]7、18ページ参照 


消臭点乂-時間延長-給油延長ボタン 


燃焼中に押したとをから、再度3時間の 
燃焼継続が可能になります。 

22ぺージ 
参照 

タイマー運転か5、通常運乾に切り替え 
るときに押しまず。 

2□ページ 
参照 

給油延長運転をするとさに巧しまず。 

12ぺージ 
参照 

消臭点火の設定-辭除をおこないます。 

1已ページ 
参照 

J 


運転スイッチ「入」！！曼イッチ国 

































0 (給油） 表示 

'さ灯.. 

油タンクの灯油が'かなくなつ 
て消乂する1日分前。「ピ ー 」 
音が鳴り、残0燃焼時間（分） 
を表 TJX します。 

点滅（運輕中）… 

給油延長ボタンを押し、給油 
延長運転中を表示します。 

点滅（運転停止）… 

灯油がなくなり自動消火しま 
した。 

灯油切れ時はデジタル表示部 
が「一 一一一 」表のとなりまず。 

12ページ参照 


t 表示_ 

点打…設を温度が設定 
されています。 

点滅…設定温度を設定 
中です。 


設晋豆巧温腾 




換気）表ち 

点滅(運転停止)… 

室内の空気が、酸素不 

足状態です。 

•窓やドアを開けて巧 
分に部屋の換気をし 
て < ださい。 

点灯(運転中)… 

•運転して]時間経過す 
る度に「ピー」音が鳴つ 
て「斗表示が約1 
分間点なします。 

•換気表おにたよらず] 
時間に！〜2回必ず換 
気してください。 


小部屋表示__ 

点灯-•ル部屋運乾が設定され 
ていまず。 

17、18ページ参照 


望量表示 

点灯… 消臭点火げ設定さ 
れています。 

点滅 •••消臭機能が作動 中 
でず。 

1己ページ参照 


= S \ (口油セ-ブ)表示 


点な… 好油セーブが設定さ 
れています。 


^3 (チャイルドロック）表示 
卢口 ... 

チャイルド□ックが設定され 
ています。 


デジタル表示部 

' 消臭点火び解除されている場合は、 
、型 至 表示は消灯しています。 I 

■温度の表术 

設定温度…目で〜 28° C まで 
設定温度を選択でをます。 
室内温度…0む〜32むまで 
おのします。 



■現な時刻の表示 

現在の時刻を表示します。 



■タイマー運輯時刻の表示 

タイマー時刻表示は点滅し 
ます。 

※タイマー運転終了時は 
「 J Hr 」 を表をします。 



■給油に関ずる残り燃焼時間 
の表お 

残り燃焼時間を表おします。 
※灯油切れ時は r --—— 」 
表示となります。 



■消し忘れ消火装置による 
自動消火の表示 
「苗み-」を表示します。 


3 Hr 




■故障•異常により自動消火 
したときの表示（エラー表示） 

自己診断機能により、故障 
時には,？-ご〜 f -3 を表示し 

ま9 か。脈蜘齡綱 

E - 5 

■ク U —ニング燃焼の表示 

ク U —ニング燃焼の残り時 
間を表示します。 





























國各部のなまえ 

みはりやくセンサー•表示部のなまえと使いかた、「点な」•「点滅」の意な 



みはりや < ボタン 


人の気配を感知します。 




21、24、2己ページ参照 


みはりやく運転の設定•解除 
プチセキュ U ティー機能の設定•解除 
をおこないます。 


21、24、2己ぺージ参照 



みはりやくランプ 1 


みは0や<運転時 

プチセキュ1」ティー機能時 

点：0 

みはりやく運転が設定されていまず。 

—— 

点滅 

みは0や<運乾中で 
人の気配を感じています。 

プチセキュ1」ティー機能作動中に 
人の気配を感じているか、 

醫告動作中です。 

消む 

—— 

プチセキュリティー機能作動中で 
人の気配を感じていません。 


デジタル表示部 1 

" .. ■みはりやく運お時の 

wwswfi がな a , ■づずわ卞 つ If 干/ 機が 

5 F 1 口 残り燃焼時間表示 

U /つ|...消、ぃ1(1ん、前 

5 E LU 作動中の表示 

「が到… 消火日分前 

巧巧巧」…みはりやく運転で、 
人の気配を感知 
しなくて、 ] 時間 
経過し、消乂しま 
した。 

ソ 
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画お使いになる前の準備 

r ス I ブと同徊品を取り出しまず 


包装箱か日すベての包装材を取り除を、ストーブに 
傷をつけないよラに取り出してください。 

同時に取扱説明書を取り出してください。 

詳しくは、包装箱上面に表示してある「包装の内容」 
を参照してください。 

包装箱や包装材は保管するときにご利用ください。 


※イラストは 「 LC - L 368 S 」 です C 




•みはりやくセンサーのレンズ部には傷防止のため保護フイルムが付いています。この保 
護フィルムはご使用前に必ず取りはずしてください。（保護フイルムをつけたままです 
とセンサーの機能が充分機能しません） 


_'打油に ついて _ 

■燃料はな油 (JIS1 号灯油）を必ず使用してください。 

■変質灯油、不純な油は、絶対に使用しないでください。 



★ ガソリン 使用禁止 I 

ガソリンなど揮発性の高い油 
は、絶対に使用しないでくだ 
さい。少量の混入でを、火災 
の原因になります。 



(§) 


ガソリン禁止 


変質灯油、不純阿油（灯油政がの油•水•ご 
みが混入した打油など）は、絕巧に使用しな 
いで<ださい。異常燃焼や故障の原因にな 
ります。 

市販されている助燃剤（添加剤）は使用しな 
いで<ださい。異常燃焼を起こすおそれが 
あります。 ィ — V 


阿油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます 
(火の気のない所でおこなつてください） 


〇巧油 


X ガソリン 


0 


■巧油の保管のしかた Q 

• 灯油は必ず火気、雨 だ^ 知気厳參 
水、ごみ、高温およ 产。7。可 たて。 

び直接曰光を避けた 

塌所に保管してくだ 巡^ 

さぃ。 I 1 11^1 

•灯油容器内の灯油がかないと温度変化によ 
り結露して水がたまることがあります。 

• 灯油の容器は専用のされいな容器を使巧して 
ください。また、灯油容器は必ず JIS 認定品で 
色つきの灯油専用容器を使用してください。 

♦ ドラム吿などで、長期間大量に保管しないで 
<ださい。 

• お子様の手のとどかない所に保管してください。 




濡れたままです。 


良い保管 


すぐ乾いてしまいます。 


悪い保管 


直射日光、雨水げ当直射日光、雨水の当 
たらず、火気のないたるべランダなどで 
:令暗所へ保管 の保管 



_園 



0 











图お使いになる前の準備 


C 変質灯油とは 

ちい 灯油。に年^^(上持 / 
ち越した灯油） ^ 

長期間、曰光の当たる > 
場所や、温度の高い場 ( 
所に保管した口油。 

容器の成たが開けてあ ^ 

つた0、乳白色の容器 
で保管した灯油は変質 
しやすい。 


古いな油は 
使わないで 


巡 


0 


使用禁止 


、、一 不純の■油とは 

灯油政外の油（ガソ U 户 
ン、シンナ ー 、天ぷ5 C 
油、機械油、重油など）\ 
がほんのかしでを混入 
した灯油0 

なミ由がの x 

水やごみが混入い女菜其 f てをノ 
した灯油。 ^ 


変質のひどいをのは黄 

色昧をおびたり、すっぱいにおいげしま 

す。 

変質な油の見分けかた 


巡 


0 


使用禁止 


コップに水を入れ、次に灯油を入れ 
て背後に白い紙をあてます。 


水と同じ無色透明な5正 
常。 


かしでわ色がついていた5 
使用しない。 _ 




0 


使巧禁止 


変質灯油の見分けかたは 
たいへん難しいので、； 
一力一のはっさ0しない 
打油は使用しないで<だ 
さい。 


m 変質な油や不純な油を使用ず m 万一変質打油や不純灯油を使 
ると つたときの処置のしかた 


変質灯油や不純灯油を使用します 
と、バーナーに多量の夕ールがた 
まり、点火しなくなったり、燃焼 
が悪くなったり、激しいにおいが 
した0します。 

水の混入した口油を使用します 
と、炎がルさくな0火が消えてし 
まいます。また、油タンクに口油 
が残っているのに、「0」を表 
示することがあります。 

ガソリン、シンナーなど揮発性の 
高い油を使用しますと、火災の原 
因になります。 


1 油タンク、油受け、油受けざら巧 
の変質灯油や不純灯油を抜を取 
り、良質のに[油で内部を2〜3回 
洗ってからご使用ください。 

( r 团点検-手入れ」の 
I 油受けの掃 願 および 
I 油タンク、油受けざ5の掃 願 
参照） 

2 変質灯油や不純灯油を抜さ取って 
わ効果のないとさは、販売店まで 
お問いをわせください。 


お願い 


変質灯油や不純灯油が原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保証期間中 
でわ有料修理となります。 








給油は、必ず消火して、ストーブの温度が充分下がって 
から、火の気のないところでおこなってください。 

乂がのおそれがあります。 


〇 


※イラストは 「 LC - L 368 S 」 でず。 

1油タンクを取り出す。 

2給油□□金を左「〇」へ回して 
L 取りはずず。 

•給油□口金を取りはずす前に、給油 
ロロ金先端の弁部を押すと、給油口 
口金げ開けやずくなりまず。 

3給油ずる。 

市販の給油ポンプのホース先端が止ま 
るまで軽<差し込んで、油量計を見な 
がら給油してください。（給油ポンプの 
ホースが抜けないよラに注意しながら 
給油してくださし、。） 

♦灯油は油量計の上部（ち図 給油位 
置 ♦) まで給油してください。 

入れ過ぎますと、あふれ出ることが 
ありまずので充分を意して給油して 
くだごい。 



給油□□金をち「〇」へ回して、確実に締める。 


A 迂局 


給油ロロ金は確実に締めてくだ 
さい。給油ロロをを下にして、 
油漏れがないことを確かめてく 
ださい。 

給油ロロ金を斜めに締めた0、 
締め付けげ不完全でずと、簡単 
に給油□□金がはずれて、火災 
の原因になりまず。 


〇 


給油ロロを 


} 油;属れ、》 

' v 班-班ソ 



•油タンクから油が漏れる状態で使用 
しないで<ださい。火災のおそれが 
ありまず。 

•同時に多数の油タンクに給油する場 
含は、類似している給油口□金があ 
りますので、間違えないよラにして 
ください。油げ出なくなった0、故 
障の原因にな0ます。 

•灯油容器のみたを、しっかり締めて 
おいて < ださい。 



〔本機の給ミ由□口金) 


こぼれた'な油はよくふさ取る。 


•こぼれた灯油は必 
ずされいにぶき■取 
つてください。危 
険ですし、燃焼中 
に臭気が発生する 
原因にちなります。 

6油タンクをセット 
する。 

•油タンクをス I 一 
ブに正しく、ゆつ 
く 0とセットして 
ください。 









囲お使いになる前の準備 

_ _給ミ由® g ジ（給油延長運転）_ _ 

油タンクのに[油が空になってを、油受けざ5の灯ミ由を燃焼させて、「表1」の間、延 
長燃焼（給油延長運転）がでをます。給油延長運転中は、室温に関係なく最ルの燃焼 
をします。 



1油タンクの巧油び少なくなると、「 g 」表示が点灯し、「ピー」音び嶋り、デ 
ジタル表示部に残り燃焼時間（分） r ぶ」を表おします。 

•運転スイッチを押して消火してから、給油してください。 

•給油しませんと、2分ごとに「ピー」音が鳴ります。約1日分後に、「0」表示が点 

滅し、デジタル表示部の残り燃焼時間表示が「-」表示となり自動消火しま 

す。 

2給油延長運転をするとさ 

油タンクの灯油がかな<なり「0」表示が点: JQ したとさに、「給油延長ボタン」を押 
すと、「0」表示が点滅にかわり、給油延長運輯をして「表1」の間、燃焼継続をし 
ます。デジタル表示部の残り燃焼時間表示（分）が変わります。 

給油延長運転中は「0」表示が点滅します。残0燃焼時間が1日分 iU 下になると2分ご 
とに「ピー」音が鳴ります。 

• 「表1」の燃焼継続時間！;(内に、運転スイッチを押して消火してから給油してくだ 
さい。 

•給油しませんと、「0」を表示し、デジタル表示部の残0燃焼時間表示が 
「-」表示になると自動消乂します。 



ストーブを持ち運ぶとさは必ず消乂をし、ストーブの温度が' 

A : 充分下げってから、電源プラグをコンセントから抜いて、油 mm 
一/±，鼠 タンクを取り出して、スト-ブを傾けないよう静かに運んで 


ください。灯油びこぼれて乂災になるおそれがあります。 指を 
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__ 点义前の準備 ___ 

1 水平の確認をずる。 

•ス1-ーブは振動のない、水平でしっか0した床面に設置してください。 

ス I '''ーブび、傾いてないか、不安定胡犬態になっていないか、必ず確かめてください。 

♦ストーブを傾いた状態で使用しますと、対震自動消火装置が誤作動ずることがあり 
ます。また、転倒しやずく、異萬燃焼の原因になります。 




電源プラグをコンセント（家庭用 ACIOOV ) に確実 、〇日〜 
に是し込む。 

•「ピー」音がします。 

•デジタル表示部に 
表示が点灯します。 

(「里至」表示も点灯しまず。） 

-お願い 



電源プラグを、絶対に、2日日 V のコンセントに差し込まないでください。感 
電-火災-故障の原因になります。 

コンセントげゆるんでいたり、差し込みが不充分ですと、電源プラグが過熱し、 
熱変おすることがあ0ます。このよラなとさは、必ずお買上げの販売店に修理 
を依頼してください。 

お部屋のコンセントも必ず修理してください。 

電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い物をのせたり、加工し 
ないでください。感電や乂災の原因になりまず。 



タコ足配線' 
は危険 ■ 


他の電気器具と同時に使用するとさは、ご家 
庭の安全器（プレーカー）の容量をこえないよ 
ラにしてください。 


電源プラグを抜くときは、電源コードを引つ 
張って抜かないで<ださい。断線、発熱、発 
火の原因になります。 


熱に弱いじゅラたんや巧の上で長時間使用すると、床面が変色したり、 
そり返ることがありまずので、熱に強いマツトなどを敷いてください。 



を 

0 


禁止 


A 


注意 


ぶ 





互お使いになる前の準備 


現在時刻の設定のしかた (運転停止中にしかできません) 



til 現在時刻が午後7時10分の場合 

( T ) \"グ@または^? K 6 のボタンを一度巧す。 

「ピー」音がして「-」表示が点滅します。 


( 2 ) デジタル表示を見なび5^ののボタンを押して「巧」に合わせる。 

(3) デジタル表示を見なが！5かのボタンを押して「ぶ」に台わせる。 


• のボタンは、一度巧すごとに1時間または]分間ずつ進みます。 

押し続けますと連続的に進みます。 

• 時刻合わせをする場合は、デジタル表示部の時計表示が点滅している間（約10秒) 
に^!^® - のどちらかのボタンを押してください。 

時刻合わせがでさなかった場合は、をラー度^0または^&のボタンを押 
してやり直してください。 

0「巧」 r ぶ」び、点;’威か5点好に変わり、設定が完了しまず。 


-お願い- 

•ストーブの時刻表示がズレたり、タイマー運転時刻がズレたりする場合は、電 
源プラグを一度抜いて、もう一度差し込み直して、時刻を設定し直してくださ 
し、。それでち直5ないとをはお買上げの販売店までお問い合わせください。 
■ストーブに初めて通電したときや、停電後や、電源プ A < _ 

ラグを抜いて再通電した場合、デジタル表示はち図の (f ]] 

よラに:が点灯しますので、現在の時刻を設 一一；一一 

定してください。 山 栽 JI 

(「掌室」表示ち r 点む」します。） 

(但し、電源プラグを抜いても、時計•温度記憶機能で約30分間は、現在時刻 
を表示しています。） 


★省電力機能 

•デジタル表示部の時計表示は、曰分間経過しますと、省電力機能が働いて、デジタル 
表示部が消なして、電力の消費をおさえまず。 

時刻を確認したい場をは、操作部の運転スイツチ从外のどれかのボタンを押すと表示し 
まず。運転スイッチを押ずと点火動作に入りまず。（運転中及びタイマー運転待機中この 
機能は働さません。） 


h 






消臭表示 
運乾ランプ③ 



•購入後初めてお使いになるとさや、電源プラグを抜いた状態から再度お使いになるとさ 
には、消臭点火に設定してありますので、最初から「掌奎」表示が点口します。 

消臭点火は、点火までの時間を長くして （ r 表2」参照)、予熱を充分におこない、点火時 
のにおいをかな<する点火ち法でず。 

( T ) 「運転 スイッチ」を押して「入」にする。 

• 「ピー」音がして「運転ランプ」が点滅します。 

• デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。 

油タンクに灯油があるのに「0」表示げ点灯、または点滅している場合は、油 
受けを取り出し、ごみやかを捨て、口油で洗浄してください。（「图点検•手入れ」 

の 曲受けの掃除 I 参照） 


( D —定時間経過後（「表2」参照）に自動的に点乂し、「運転ランプ」が点なに変わりまず。 

席肖臭扇央解除方量 

〇懼輯スイツ升が r 棚のときに r 消舅点乂ボタン」を押すと、「聖至」表示が消灯して消 
臭点火な解除され、点火までの時間げ短かくなります。（樣3」参照） 

室内温度が6で似下の場合は、点火までの時間が長いまま（樣2」参照)です。 

表2 115 1— ホ勺]己0;か||1〇し已385「約21〇丰少 I 
表3 11513巨 8 SI ホ勺9(51> iflC - L 已 38 Sr 約1已□辛少 

f -お願い- N 

♦初めて運転するとさや、ス I ''ーブを移動させた0、激しい振動が加えられたあと 
に運転するとき、白煙（灯油の蒸気）や臭気が出ることげあります。これは、移 
動、振動によりバーナー（燃焼部）内に落ちた余分な灯油が蒸発することによる 
をので、一度点火し、余分な灯油がなくなれば白煙や臭気はなくなります。この 
様な場合は白煙、臭気がなくなるまでは（窓をあけるなど）換気をおこなつてく 
ださい。 

•点乂時にバーナー（燃焼部）内で、「ボツ」という音や「ゴーゴー」という音が 
します。これは点火を確実にするためで異常ではありません。 

♦点火時には少しにおいがあります。 

•燃焼中「チツチツチツ」というよラな音げすることがありますが、電磁ポンプ 
の音です。また、燃焼中に「ジユツジユツ」、「シヤンシヤン」などの音がする 
場をげありますが、これは打油が蒸発する音でず。異常ではありません。 

•消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点乂禮3時間で自動消火をします。 
燃焼を継続する場をは、消火する前に「時間延長ボタン」を巧してください。 
(個使いかた」の I 消し忘れミ肖乂装置の使いかた I 参照） 


巧便いかた_ 

点义 (通常運乾) 


チ 


ンン 
タタ 
ボボ 
ィ乂長 
ス点延 
転臭間 
運消時 


ぶ 



固使いかた 

炎のが態 

•ストーブを使用するときは、正常に燃焼しているか燃焼確認窓か5炎の状態 
を必ず確認してください。 



:] す 

• 青炎燃焼で炎の先端に多 

•炎が黄色<燃焼音げ大さ 

1 ■炎が高<伸び、炎全体が 

1八 

少黄炎びはいる。 

い。 

黄を。 

態 

•炎の伸びや、燃焼音びか 


• 「ポー」とい5よラな異常 

さい。 


音びずる。 

処 

— 

• 燃焼空気取入口（給気フィルター）を掃除する。 
•販売店にご相談ください。 

_ J 












( T ) ^グ画 またはボタンを1度巧ず。 

• 「ピー」音げして「 t 」表示が、点滅します。 

( D 温度を上げるとき。 

♦デジタル表示を見ながら％ Xa のボタンをキ甲す。 

(3) 温度を下げるとき。 

• デジタル表示を見なが日のボタンを巧す。 


•温度設定をする場合は「と席おが点滅している間(約1日秒)に'ボタ 
ンのどち5かを押してください。設をできなかった場合はもう一度押して、やり 
直してください。 

•設定温度は6で〜28む、室温表示は〇む〜32でまで表示します。 

•設定温度にコント□ールするために自動的に火力を調節します。 

•一度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をしない限0、消 
乂渡再運輕する場合、同一設定温度になりまず。 


f -お願い- 

•室温が約 18° CU (下のとさは「微弱」または 「 S 二」燃焼しないことがあります。 
•温度調節は温風空気取入口近くの温度を感知しておこないまずので、ス I -ーブ 
の位置や部屋の大ささなどで、必ずしを、デジタル表示部の室内温度表示と、 
_室温とは一致しません。_ 


ル部屋運転 (運輯中にしかできません) 


•ル部屋運転はお部屋の広さに合わせて使用して<ださい。 
•ル部屋運転中には「強」（最大）運転には切り智わ〇ません。 


※ル部屋運転時の目安 



LC - L 368 S 

し C - L 己 38 S 


通常運転 

ル部屋運転モード 

通常運転 

ル部屋運転モード 

木造. 

約]日畳 

一 約8畳 

約14畳 

—► 約1日畳 

コンク1」ート 

約] 3畳 

一 約1□畳 

約]日置 

一 約14畳 
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固使いかた 
設定のしか 广户 

( T ) r ル部屋ボタン」を巧ず。 

• 「ピー」音がして「小部屋」表示び、点灯し設定されまず。 

r 解 除のしが反 

(D r 小部屋ボタン」を押ず。 

• 「ピー」音がして「小部屋」表示が、消灯し解除されます。 


•ル部屋運転は一度設定すれば、をラー度 r ル部屋ボタン」を押して解除するか、 
電源プラグを抜かない限り解除されません。 

•ル部屋運転が設定されている場合、運転スイッチを巧して運転をおこなラたび 
に r 小部屋」表示が点巧します。 


_ 打油セーブ運き五 I (運転中にしかできません) 

• 灯油の消費を抑えながら、効果的に設定温度を維持します。 

•設定温度より室温む巧で上昇しまずと、消火して無駄な灯油の消費を抑えまず。 
•室温が設定温度をしたまわると自動的に再点火しまず。 

♦灯油セーブ運転に設定した状態で、運転スイッチを押した時、室温が設定温度 
より3で似 上 高い場合は、運転ランプは点灯しまずが、運転はしません。 



巧ミ由セーブ表示 


設定のしかた 

0「灯油セーブポタン」を押す。 

• 「ピー」音がして 「云 S 」 表示が、点灯し設定されます。 

•灯油セーブ運転は一度設定すれば、記憶されます。ただし、設定が記憶されて 
いてを消火時には表示されません。 


「解除 のしかた 

「灯油セーブボタン」を押ず。 

• r ピー」音がして「勤」表示が、消灯し解除されまず。 

•電源プラグを抜いたり、停電があった攝含は、自動的に解除されます。 






タイマ ー ^ 車ち _ (タイマーを使用して暖房を始めたいとを) 

•タイマー運転をする場をは、「囲お使いになる前の準備 I の na を時刻の設定 
のしかた j に従って、時刻含わせをしてか 5 でないとタイマー運転できません。 


タイマーランプ 



•通常、タイマー運乾設定時刻の 0 分か 52 曰分前に運転を開始します。 

このス I -ーブのタイマー運転は、ファジーコント□ールで、お部屋の大ささと 
室温により自動的に運転時刻を決定し、設定時刻には、お部屋を暖かくしてお 
さます。 


「設定のしかを 

tfgll 午前別寺30分に設定したいとき 

( T ) 「タイマーボタン」を押ず。 

• 「ピー」音がしてデジタル表示部げ r J 表示に変わ 

り、「タイマーランプ」が点滅します。 I -^― 

( f ) デジタル表示を見なが 5^^® のボタンを巧して「5」に含ねせる。 

@デジタル表示を見なびみのボタンを押して「孤」に合わせる。 

- 

• のボタンは、—度押すごとに1時間または已分間ずつ進みます。 

巧し続けますと連続的に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、「タイマーランプ」が点滅している間（約] 0妙） 
にのどちらかのボタンを押してください。 

•設定でさなかった場をは、をラー度「タイマーボタン」を押してやり直してく 
ださい。 _____ 

r タイマーランプ」が点滅している間に、「運乾スイッチ」を巧して「入」にする。 

♦約]0秒ほど経過すると、「タイマーランプ」が r 点灯」し、デジタル表示は現在 
の時刻を表示してセットが完了します。 

■ タイマー運転時刻を設定しないと、デジタル表示部に FErorJ が表示されます。 


ぶ 






固使いかた 

•タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば、変更しない限り、「タイ 
マーボタン」を押して「タイマーランプ」の点滅中（約]日秒間）に、「運転スイ 
ツチ」を「入」にするだけで同一時刻で設定が完了します。 

• 「運転スイツチ」を押して、「運転ランプ」が点滅しているとさに、「タイマーボ 
タン」を押すと、タイマーランプが点滅し、約]日砂程経過すると「タイマーラ 
ンプ」が点灯しセットが完了します。 

•タイマー運転時刻を変更する場含は前記と同手順でおこなってください。 


解 除のしか た 

タイマー運転を設定した後に、タイマー運転の解除あるいは通常運転をおこない 
たい場合。 

0「運転スイッチ」 を押して 「切」 にする。-^ [タイマー運転の解除] 

( 2 ) r 運乾スイッチ」 を再度押して 「入」 にする。 一 [通常運転開始] 


タイマー運転の注意事項 

•タイマー運転をした場合、点火後約]時間後に自動的に消火し、「タイマーラン 
プ」が点灯した状態で、デジタル表示部の 「か/,-」 表示が点阿します。連続運 
転するとをは、タイマー運転の点火後]時間!;(内に「時間延長ボタン」を巧し 
てください。これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空気不 
足で危険となるためで、手を触れない場合は、自動的に消火します。 

•残りの燃焼時間が、1日分になるとデジタル表示部に数字での 9. と表示し、 

2分毎に r ピ~」音でお知5せしまず。 

•通常運輯中に「タイマーボタン」を押すと、消火して「タイマー運転」の待機 
状態になり、タイマー運転時刻に自動的に点乂します。 

(但し現在時刻を設定してか5でないと、「タイマー運転」の待機状態になりま 
せん。） 

•タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に「タイマ 
ーボタン」を巧すと、 ] 曰砂間表示します。 

•タイマー運転操作後に停電があったとさ、ストープを揺5して対震自動消火装 
置び作動したとさ、電源プラグを抜いたとさは点火しません。 

この場合は、再度 「画 お使いになる前の準備」の 兩駐時刻の設定のし かた I を 
読んで、時刻をわせか5おこなってください。 







みはりやく運まち 


• r みはりやくセンサー」び人の気配を感知しなくなってか5約1日〜3日分間経過 
すると、自動的に、燃焼状態が rs 二」（最小）燃焼になります。この状態で「み 
はりやくセンサー」が人の気配を感知すると、設定温度に含わせて運転が切り替 
ねります。 

• 「みはりや < センサー」が人の気配を感知しなくなってか 
ら、約]時間経過すると、自動的に消乂して、デジタル表 
お部に「 S 巧•ご f 」の表示が点灯します。 

この状態で r みはりや < センサー」が人の気配を感知して 
を、再点火運転することはありません。 

再点火するときは、 r 運転スイッチ」を押し直してください。 

•運転中 r みはりや<センサー」が人の気配を感知しな<なった状態で、残りの燃 
焼時間が]日分になると、デジタル表示部にぶと表示し、2分毎に 
「ピー」音でお知らせします。 




SR FE 



設定のしかた 

( T ) 「運輯スイッチ」が「入」になっているときに「みはりやくボタン」を巧す。 

• 「ピー」音がして r みはりやくランスげ点灯し、みはりやく運転がはじまります。 
•みはりやく運転をした場合、「みはりやくセンサー」が人の気配を感知しているとき 
は、「みはりやくランプ」が点滅し、人の気配を感知していないときは、「みはりやく 
ランプ」が点灯しまず。 


解除のしかた 

(2) 「みはりやくボタン」を巧す。 

• 「ピー」音がして r みはりやくランスげ消灯し、みはりやく運転が解除されます。 


•みはりや<運転の設定■解除は運転中にしかでをません。また、いつたんみは 
りやく運転を設定すれば次の運転でちみは0や<運転をおこないます。 

♦タイマー運転待機中、みはりや<ランプが点灯点滅しまずが、タイマー点乂後 
のみはりやく運転を示すをのです。タイマー運転待機中は、みはりやく運転、 
プチセキュ U ティー機能はいずれち動作致しません。 
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司使いかた 


消乂 



0「運輯スイッチ」を巧して「切」にする。 

• 「ピー」音がしてデジタル表示部は現在の時刻を表示し、「掌至」表示が点滅して、 
消臭機能の作動中を表示します。 

•消火後、しばらくはストーブ内部を冷やすために対流用フアンは回転し続けます。 
(この間、「聖至」表示は点滅しています。） 


消乂時の注意 


消乂後、巧流用フアンび止まるまで、電源プラグをコンセントか5抜かないで 
ください。音が出たり、炎が出たり、ススび発生して再点火後に安全装置が作 
動してエラーで停止ずることがありまず。 （ r 图故障■異常の見分けかたと処置 
のしかた」の r 異常のお知 S せ（デジタル表巧の見かた） I 参照） 

緊急のとをを陳いて、消火は必ず r 運転スイッチ」を使用してください。電源プ 
ラグを抜いて消乂させないで<ださい。 


お願い 


消火操作をしたとさは「運転ランプ」の消灯とバーナー内の乂び消えることを 
確認してください。 

消火時にはバーナー〔燃焼部）巧で「ボッ」といラ音や「ゴーゴー」といラ音が 
します。これは消火を確実にするためで異常ではあ0ません。 

消火直後、温風空気取入口は高温になることげあ0まず。 

点火してすぐに消火操作をしたとき、きつい臭気が発生ずることがあります。 
点火後約20分間は で 舌るだけ消火し ないで ください。 

長期間留守にするとをは、必ず電源プラグをコンセントか5抜いておいてくださし、。 


_消^後再点火ずるときの注意 

•消乂をずぐに再点火ずると、異常音が出ることがありまずので、しば5く待つ 
てか6再点火してくださし、。 

♦ス I -ーブが暖かいラちに再点火操作をしたとさの予熱時間は、短かくなりまず。 
( r 表4」参照） 


表4 LC - L 368 S 約40砂 


LC - L 538 S 


約己0秒 


消し忘れ消乂装置の使いかた 


(運転を延長したいとを） 


〇 




•消し忘れによる、万一の事故を防止するために、点义し 

てか53時間燃焼が継続ずると、「デジタル表示部」に 
[こお,-] を表示して、自動のに消乂しまず。 

•残0の燃焼時間が、 ] 日分になるとデジタル表示部に数 
字でぶ.？ •• ，'と表示します。 

>この間、2分毎に「ピー」音でお知らせします。 

消乂する前に「時間延長ボタン」を押ず。 _ 

>その時点から再度3時間の燃焼継続が可能になりまず。 = 
•自動消火した場台は、「運転スイッチ」を押し直してください。 




3 Hr 


满 R 




in 

lU 

ミち s 










_ クリーニング燃 焼表示_ 

■ク I 」一ニング燃焼はノ（ーナー内のミちれを除去するための燃焼です。 
•強燃焼で約吕時間政上の連続運転をしますと、デジタル表 
示部に「。.て' S 」 を表示して自動的に弱燃焼によるクリー 
ニング燃焼をおこないます (約巳分間カウントダウンしま 
す)。その後自動的におとの燃焼状態にちどります。 



換気表示 


•閉め切った部屋などで長時間運転をすると「^臣^^」表示 
が点滅し「ピー」音が已砂間鳴って運転を停止し、デジタ 11= 

ル表示部に「-」表示が点滅します。 

•運転して]時間経過する度に「ピー」音が鳴って lyfc 
表示が約1分間点灯します。 

N 良」表示にたよらず、 ] 時間に1〜2回り〜2分程度） 

は必ず部屋の換気をしてください。 


チャイルド □ ックの使いかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたず5操作の防止や、誤って r 運転スイッチ」を 
押してち点火しないようにしたいときに使用します。 



チャイルド□ックボタン 


チヤイルドロック表示 


運乾スイッチ 


設定のしかた 

(1) 運転中や運転停止中に「チャイルド□ックボタン」を3秒1；|上長押しずると 「 Qj 
が点なし、チャイルド□ックび設定されます。 

•運転中は運転スイッチで消乂のみ操作可能です。設定温度の変更などの他の操作は 
でさません。 

• 運輯停止中はすべての操作げでをません。 

•チャイルド□ックが設定されている時に、運転スイッチを「入」にすると [Erorj 
が表示され点火できません。 

H 除のしかた 

( p ) チャイルド□ックが設定されているときに「チャイルド日ックボタン」を3秒 L ソ上 
長巧しずると 「Ga J が消灯し、チャイルド□ツクび解除されまず。 









固使いかた 



0 r 運転スイッチ」び「切」になっているとをに「みはりやくボタン」を押ず。 

•「ピー」音がして、デジタル表示部に「だごじ」が表示され、「みはりやくセンサー」 
が人の気配を感知しなくなって（「みやりやくランプ」が消口）か53日砂間経過する 
と「みはりやくセンサー」が自動的に監視を始めます。 


•運転中及びタイマー待機中はプチセキュリティー機能は使用できません。 

•プチセキュリティー機能作動中は運転スイッチを押しても 「 f , •む-」が表示され 
運転できません。運転スイッチを押しもどして機能を觸除してか5運転してく 
ださい。 

• 一度の警告動作終了後、「みは0やくセンサー」が人の気配を感知しな<なって 
約3日秒間経過ずると、自動的に監視を再開します。 


警告動作履歴の見かた 


プチセキュ U ティー機能動作中に r みはりやくセンサー」が人の気配を感知して警 
告動作したかどうかを履歴としてデジタル表示部に表示させます。 


デジタル表示部 


(2) プチセキュリティー機能動作中に^®のボタンを巧ず。 

• 「ピー」音がして、3秒間デジタル表示部に警告動作履歴を表示しまず。 








^ ほのボタンを]回押すと、一番新しい警告動作時刻を表示し、じ(後'^のの 
ボタンを押すたびに順次ちい警告動作時刻が表示されます。「警告動作履歴」は 
1日回まで記憶され、それ降ちい「警告動作履歴」は順;欠削除されます。 

現在時刻を設定していない場をは、デジタル表示部に r 警告動作回数」を表示し 
ます。「警告動作回数」は最大]日回まで表おしまず。 

プチセキュリティー機能を解除ずると履歴はずべて消えます。 


例 1) プチセキュ U ティー機能動作中なぶ5、 
S：^0 . な： 5' ごの3回警告動作した場含 
(現在時刻設定時） 

例 2) プチセキュ U ティー機能動作中 G ぶ5、 
た,?な、ご: 5' ごの3回警告動作した場合 
(現在時刻未設定時） 

例 3) 警普動作しなかった場含 


作動時刻1 


作動時刻2 


作動時刻3 








三'個） 


田----- または GG (回） 


解除のしかた 


みはりや<センサー 



みはりやくボタン 
みはりやくランプ 


(3) 「みはりやくボタン」を巧す。 

♦「ピー」音がして、「みはりやくランプ」が消灯します。デジタル表示部のご。」 
の表示が「現在時刻表示」あるいは表示となり、プチセキュ I 」テイー機能 
が解除されます。 



d 





固安全装置 


•安全装置び作動するのは何 S かの異常びあるとさですから、下記の処置をして 
ち正常にならないときは、お買上ばの販売店にご相談ください。 

♦再点火操作とは一度「運転スイッチ」を「切」にしてか5再び押し直して「入」 
にすることをいいます。 

•すべての処置は必ずス1-ーブを消火し、ス I -ーブの温度が充分下がってからお 
こなって < ださい。 


安全装置名 

はた5を 

処 置 

巧震旨動 
消火装置 

• 運転中にストーブび地震(震度約日]; Lb ) や強 
い振動、衝撃を受けたとき、火災などの危険 
を防ぐために自動的に運乾を停止します。 

• 地震によって作動した場合は、 
周囲の可燃物、ストーブの損傷、 
油漏れなど異常がないことを確 
認した後、离点乂してください。 

不完全燃焼 
防止装置 

•撰気不良、手入れ不良、その他の異常により 
ノ くーナー部への空気の供給が不足したとさ不 
完全燃焼による危険を防止ずるをのであり、 
自動的に燃焼を停止します。 

•作動した場合は、燃焼空気取入 
口 （給気フィルター）の掃除を 
し、部屋の換気をしてか5再点 
火してください。 

( r 图点検-手入れ」の 


この装置は、あくまでも不完全燃焼によるを険を防止ずる 
ためのものであり、使用中は必ず1時間に1〜2回換気し 
て、新鮮な空気を補給してください。 


1 燃規空飄 5 入□(お気フィルター)の掃齡 

参照） 



. 且 


点火まを 
装 置 

•点火ヒーターの赤熱不足や、バーナーサー S 
スタの不良による点火不良。 

•点火ヒーター-電磁ポンプ-ブロアモーター 
などの故障により点火しないとさに、運転を 
停止します。 

•点火ヒーターの故障が原因で運 
転を停止したときはバ~ ナ ~底 
に义了油びたまります。 

完全に乾燥させてか5、ご使用 
<ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停電まを 
装 置 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源が切れたとさは、自動的に運転を停止し 
ます。再び通電されても運転しません。 

•タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
一運転は解除されます。 

•再点乂操作をしまず。 

• 現在時刻の設定とタイマー運転 
時刻の設定をやり直します。 

(「画お使いになる前の準備」 

の1 現な時刻の設定のしかた 1 、 

「固使いかた」の 

1 タイマー運範 1 参照） 

燃焼制御 
装 置 

• 燃焼中に炎げ消えたとを、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

•再点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

• 対流用ファンモーターの故障や異常燃焼や温 
風空気取入口のほこりつまりなどの原因でス 
トーブび異常過熱したとを、火がなどの危険 
を防ぐために燃焼を停止します。 

• 温風空気取入□のほこりを取り 
除いてか5、再点火操作をしま 
す。 

( r 因点検-手入れ」の 

温風空気取乂 □の掃除 1 参照） 

消し忘れ 
消义装置 

•消し忘れによる危険を防止するために、点火 
してか53時間、燃焼げ継続すると自動的に 
運転を停止します。 

• 消乂する前に r 時間延長ボタン」 

を押す。 

•消火した場合は、再点火操作を 
します。 





-お願し、- 

•点検.手入れをずるときは、必ずス I ブを消火し、電源プラグをコンセント 
か5抜いて、ス I -ーブの温度が充分下びってか5おこなってください。やけど 
や感電をずるおそれがありまず。 

•部品に触れるとさや、内部を掃除するときは、手をけびしないように、手袋を 
はめておこなって < ださい。 

•ス|ブをベンジン、シンナーなどでふかないで<ださい。変色しまず。 

•電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないで<ださい。 


使用のたびに 


周囲の可燃物の点検 


•ス I -ーブの周囲は、常に整理、清掃し、 
燃えやすい物を置かないよラにしてく 

ださい。 防な 


油漏 れ、油のたまり 、油 のにじみの 点検 

•万一油漏れによって油のたまり、油に 
じみげ生じているとをは、消乂操作を 
し、原因をたしかめ防漏処置をし、油 
漏れがな < なったことを確認した後、 
漏れた口油を取りのぞいてから点火操 
作をしてください。 

a い 置台に 

I I 油にじみは 

ありませんか。 


ほ こりの掃除_ 

•ストーブについたほこりや)ちれは、掃 
除機で颐い取ったり固くしぼった濡れ 
雑巾などでみさ取ってください。 

ミちれたままのご使用は危険のもとでず 
し、ストーブのいたみを早めます。 


給油ロロを 


1週間に1回！;!上 


V \ ■油タンクの給油口 

(造5つ□金の弁部などに、 
ごみげはさまって 
いる場合がありま 
すので取り除いて 
ください。 


燃焼空気取入 □ (給気フィルター）の掃除 


•ス I -ーブにある燃焼空気取入口（給気フィ 
ルター）にごみやほこりが目づまりしまず 
と、燃焼用の空気量が減って不完全燃焼の 
原因になりまず。（ち図参照） 

燃焼空気取入口（給気フィルター）に付いて 
いるほこりを、掃除機などで吸い取つてく 
ださい。 




LC - L 3 白 8 S 



LC-L 已 3 SS 











团点検-手入れ 



時々、燃焼空気取入口（給気フィルター）をはずして掃除をしてくださし、。 


燃焼空気取入口（給気フィルター）の目の中がつま 
つている場含がありますので、やわ5かいブラシ 
などで、燃焼空気取入口（給気フィルター）の目の 
つまりを掃除してください。 

(光にかざして目づまりがされいになったか確認し 
て < ださい。） 


- LC - L 3685 

燃焼空気取入口（給気フ 
ィルター）の脱着は、つ 
まみを持ち上げなが5矢 
印の方向に引っぱって取 
りはずしまず。また、取 
り付けは燃焼空気取入口 
(給気フィルター）上部 
を相手側部品に引っかけ 
たあと、つまみ部を押し 
込みます。 


- —— -お屈頁し、-- — -- 

•巧などでふくのはおやめください。かえって目づまりしまず。 

ミちれが取れないとさは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 

•取りはずしたときは必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されまずと、異萬燃焼の原因になります。） 



•ストーブ背面にある温風空気取入口にごみやほ 
こりが目づまりしまずと、温風用空気量が減つ 
て過熱防止装置がはた目いて消火します。 

巧琉用フアンが停止していることを確認してか 
5温風空気取入口に付いているほこ0を、掃除 
機などで吸い取ってください。 




し C - し已 38 S 


r _1箇月に1回 m 上 


_ 温風吹出 □ (ルーバー）の掃除__ 

備した場合は、掃賺や、固く 


-お願し、- 

このときがずストーブを消火し、 
温風吹出口（ルーバー）が冷えてか 
5おこなって < ださい。 

やけどをするおそれがありまず。 



※イラストは 「LC-L368S」 です。 












•油受けは、口油は通しますが水は通しにくしロィルターでで L う 68 S 」/ TTT 。 
きています。油受けに水やごみがたまると、油タンクに口油 
があるのに、「 Q 」表示び点灯することがあります。 

• 「油タンク」を取り出してか5、 r 油受け」を傾けないよ 
ラに取り出し、たまった水やごみを取り出してください。 

-お願い- 

•油受けは、水で洗わないでください。必ず巧油で就ってください。 

_ 対震自動消 火装置の点 属 

•燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消火するか点検してください。 

•自動的に消火しますと、デジタル表示部に「卜5」を表おします。 



1シーズンに1〜2回 ]; Lb 


__ 油タンク^油受けざ 5©^ 除 

♦油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプな 
どで油タンクや油受けざ5内の水やごみを取り除い 
て < ださい。 

油タンク內のわずかに残った灯油は、油タンクに給 
油□□金を取り付け、油受けを給油ロロ金に巧し当 
て、油タンクを上下左ちにゆすって抜いてください。 

~ 電源プラグ、コンセ ントの点検_ 

•電源プラグ、コンセントにほこりやちれがたまると火災の原因に 
なることげあります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこ0やちれを取 
0除いて < ださい。 




巧流用フアンの掃除 （ LC 丄已 38 S のみ) 



温風空気取入口（ファンフィルター)の止めねじに本）をはずし、温風空気取 
入口（ファンフィルター）をはずします。 

巧流用ファンに付着したごみやほこりを、掃除機で暇い取ってください。また、 
見える箇所だけでよろししですか日、本体内部のほこりを取り除いてください。 

温風空気取入 □ (ファンフィルター)下側の突起をストーブ背面の角穴に入れ、 
巧流用ファンのコードを温風空気取入口（ファンフィルター)の凹部を通してか 
日みたをし、元どおり組み立ててください。 


-お願し、- 

• 電源プラグをコンセントから抜いて、ストーブの温度が充分に下がっ 
てか5おこなって < ださい。 

• 対流巧ファンにづミやほこりげ多量に付着しますと、温風用空気量が減っ 
て週熱防止装置びはたらいて消火しまず。温風空気取入口（ファンフィル 
ター）の掃除をしてを燃焼が停止するようであれば、対流用ファンのごみ 
やほこりを掃除機で暇い取って取り除しにください。 

•はずした温風空気取入口（ファンフィルター）は、必ず元どおりに組み 
付けて<ださい。けびをします。 











图故障-異常の見分けかたと処置のしかた 

r 異常のお知5せ（デジタル表示の見かた） 


安全装置が作動すると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障•異常の 
原因が表示「エラー表示」されます。繰り返し表示するときや運転しないときは、 
お買上げの販売店へご連絡ください。 


デジタル 

表ち 




再 


ご广が 


パ-蘇庶诚 


JHr 

ぶん 


表示の意味 


過熱巧止装置げ作動しました。 


つ • 停電消义後要源び入りました。 

•タイマー運お待機中に停電し、その後電源 
が入りました。 

• ルームサー5スタげ断線しました。 

• パーナーびず熱不足でず。 

• パーナーけーミスタび阻稀1しました。 

■ 点义ヒーターが断線しまし た。_ 

■ 消义をずぐに再点火操作しました。 

• 点义ま全装置び作動しました。 

(•燃焼部にシ U コーン顆化物げ巧猜しま心た。） 

•地巧により消义しました。 

•本体を傾けたり、強い振動、衝擊がちえ 5 
れ消义しました。 


•ら (• 


可 


瓣皆霜®摇战た。) 


室溫が 33 でな上になりました。 


プ□ア モーターび 停止しました。 


. 〇 • 点义まを装置げ作動しました。 

I (• 燃規部にシリコーン盛化物が付着しました。） 


• チャイルド□ック中.プチセキュリティー 
機能作動中に運転スイッチを「入」にしま 
した。 


• タイマー運転時刻が設定されていません。 
換気 • 室內ぴ酸素不足です。 

0徹由 •灯油がなく广が消乂も 
タイマーランプ 

• タイマー運転び終了しました。 

• 消し忘れ消火装置にて消乂しました。 


ri ■ nr • クリーニング燃焼中。 

し L 'UJ (已分間カウントダウンしまず。） 


処置方法 







• しば5 く待ってから再点义操作をしてくださし、。 
•通風空気取入口、通風の出 □ (ルーバー)、巧流用 
フアン （ LC - L 538 S のみ）の掃除をしてください。 
(「因点巧•手入れ J 參照） 

•ストーブの周囲の障害 物を取り除いてください。 

• 再点乂操作をしてください。 

• 巧源プラグなど巧源をご確認ください。 

• 電気系統の故障でず。お買上げの販売店まで 
「デジタル表を」などをご連結ください。 


•修理び必要です。お買上げの販売店まで、 
「デジタル表示」などをご連絡ください。 


• しば5 く待ってか5再点が則ををしてください。 

•修理び必要でず。お買上げの販売店まで、 
「デジタル表示 J などをご連絡ください。 

•ストーブび傾いていないか確認してから、再 
点乂操作をしてくだをい。 

• 燃焼空気取入口（給気フィルター)の巧除をし 
て<ださい。 （ r 「 ブ]点巧•手入れ」参照） 

♦修理び必要でず。お質上げの販売店まで、 
「デジタル表示」などをご連絡くださ_ 

•ストーブの周囲の障害物を取り隐いてくださ 
い。 

• 里源プラグを入れ直してください。 

•里気系統の故障でず。お質上げの版売店まで 
「デジタル表示」などをご連絡ください。 


• 燃焼空気取入口（給気フィルター)の巧除をし 
てください。 （ r 巧点巧•手入れ」参照） 

•修理び必要でず。お買上げの販売店まで、 
「デジタル表示 J などをご連 絡ください。 

•運転スイッチを[切 J にして、チャイルドロック•プチ 
セキュ U ティー機能を巧除してぐださい。 

(「た使いかた」の す节イ717ド□ック①使いかた 1 • 

I プチセキュ U ティ~傑能 I 参軌 

•運おスイッチを「切」にして、タイマー運転 
日寺刻を設定してくだをい 。 （r 固使いかた」の 
_ I タィマ ー運ぉ I 貴照） _ 

• 窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をおこな 
_つてから再点ル操作をしてください。 

• な油を給油してか6再扁义操作をしてくださし、。 

• 油受けの掃除をしてください。（「171点検-手入れ J 
の屈量巧を疆鼠を照）_ _ 

• 再点乂操作をしてください。 


再点义操作をしてください。 


已分をに自動のに通常運転にちどりまず。 

操作部のいずれかのポタンを押してくださ 
し、。 








現象 


原因 


電源プラグをコンセ 
ントに差し込んでな 
い_ 

停電した 


燃豪 

焼す 

音て 
の 
がラ 
ン 

大プ 

び 

さ消 
元 

いる 


処置方法 


。電源プラグをコンセン 
U 卜に差し込む 

停電復帰を、再点乂操 
U 作をずる 


巧黑自動消乂装置が 
作動した 


泻点乂操作をずる 


油受けに水び入った 


油タンクと油受け內の 
水を取り除く 


油受けざ 5 に水が入 

つた 


巿版の給油ポンプで水混 
入のな油をすっかり巧< 


燃焼空気取入口（給 
気フイルター）の目 
づまり 


燃焼空気取入口（給気 
フィルター）を掃除ず 
る 


油タンクにな油がな 
し、 


な油を入れる 


'灯油が油タンクの出 
し入れでこぼれた 


こぼれたな油をされい 
にふをとる 


換気不良 


部屋の充分な換気をず 
る 


変質好油や不純巧油を 
使った 


変質好油や不純な油を良 
質の灯油に入れかえる 
版売店にご相談ください 


省電力機能が作動し 
た 


rV 操作部のいずれかのポ 
U | タンを巧ず 


給油□□金を間違え 
た 


正しい給> 由ロロ金を取 
付ける 


•表中のと表示は、「デジタル表示」（エラー表示）を示しまず。 

* 処置を行ってを改善されない場含や、原因が特定できない場をや、該当する現象がな 
い場合はお買上げの販売店までご連絡ください。 


故障かなと思ったとさ I 


運 

ン 

プ 

び 

点 

滅 

し 

な 

い 

点 

乂 

し 

な 

い 

白 

い 

蒸 

気 

が 

出 
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と 

ま 

る 

炎 

が 

大 

を 

ぐ 

な 

ら 

な 

い 

黄 

义 

で 

ち 

无 

る 

給 

油 

表 

示 

置 

/|\\ 

滅 

ず 

る 

換 

気 

表 

示 

が 

点 

滅 

ず 

る 

使 

用 

中 

室 

內 

び 

に 

お 

* 

使 

用 

中 

急 

に 

消 

无 

る 

置 

台 

に 

油 

に 

じ 

み 

が 

お 

る 
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1] 部品交換のしかた 


_ 部品交換のときのま 意_ 

•部品交換や修理をお受けになる場合は、曰本石油燃焼機器保守協会でおこなラ 
技術管理講習舎修了者（石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されるこ 
とを推奨します。 

■不完全な修理は危険です。 

•故障したちのは使わないでください。 

•短時間に消耗する部品は特にありませんが、交換部品が必要な場合は、お買上 
げになった販売店にご相談ください。 

•部品は必ず純正部品（指定された部品）をご使用 < ださい。 

•部品を交換するとをは、ストーブを消火し、ストーブが充分冷えてから、電源 
プラグをコンセントから抜いておこなってください。 


围 保管のしかた (長期間使用しない場台) 


•ス I -ープを保管する場合は、「图点検•手入れ」の項を参照して、ストーブの手 
入れをしてから保管してください。また、いたんでいる箇所は修理をしてから 
保管して < ださい。 

•格納-保管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のおよびに<い所であつ 
て、しかもス I -ーブの上には重量物をのせたり、人が秉つたりしないよラ配慮 
して < ださい。 


1 ストーブを消乂し、ストーブが充分冷えてか S 、 電源プラグをコンセントか 
S 抜く。 

2 燃焼空気取入□(給気フィルタ—)、温風空気取入□、温風吹出□(ルーパ’一)、 
電源プラグに付着したほこりやミちれを掃除してください。 

•燃焼空気取入口（給気フィルター）は布などでふくのはおやめください。かえって 
目づまりします。 

3 油タンク、油受けざ5内のな油、ごみ、水気を取り出ず。 

• 鐘や巧あきの原因になります。 

4 ストーブの表面をよくふいて、ミちれを取る。 

•固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で汚れを取り、乾いた巧で水気を成き 
取ってください。（シンナー、ベンジンなどではふかないでください。） 

5 包装箱に入れて保管する。 

■湿気のかない所に保管してください。 

•傾けたり、横にして保管しないでください。抜けきれなかった灯油が漏れることが 
あります。 

•取扱説明書-保証書ち必ず保管して<ださい。 

巧廃棄ずるとき 


•「团点検-手入れ」の I 油タンク、油受けざ5の掃除 I を参照して、油タンク、 
油受けざ b 内の打油を抜さ取ってから廃棄してくだごい。 

^ -- 






陋 


m _ m _ 

点火ち式 
使用燃 m _ 

燃料消費量 S 齐 
暖房出力 S 齐 

タンク_容^ 
燃焼継続時間 


LC - L 368 S I LC - L 538 S 

ポット式-強制通気お-強制が流お 

_ _ 電気点火 

好油 （ J 旧1号） 


外お寸法 


電源電圧巧び周波数 

定 格 

消費聖力 

m mm WmW 

電 流ヒューズ 
まを装置 


0.3 己 OL/h 
0.0白 9 L/h 
_ 3.60 kW 

I . 0 吕 kW 

(養大麻焼時 T 
幅43己 mm 
奥行31 5 mm 
高を 437 mm 
(置台を含む） 

II. 0 kg 


7.0 L 


0.510 L/h 
0.137 L/h 一 

_写.2百 kW 

1.41 kW 

13.7 時間 （最大庶療時 y 
幅 550 mm 
奥行327.己 mm 
高さ44己 mm 
(置台を含む）_ 
12.7 kg 


10 0 V •己 0/60 HZ _ 

点乂時320/32日 W 待機時0.8 /0.7 W 
最大目50/9已 0 W (点乂初期に短時間発生） 

_備别寺を 1/を 0 W — . 哪喧些/え;^_ 

最大燃焼時 37 ilB 最小燃焼時 23 dB 最大燃焼時 38 ciB 最^燃璋|き写 4 d を^ 

4 A _ 

巧誤自 動消义装置 、唁乂まを装置、 燃焼制御装置、過熱防止装置 (90°〇 
停電を全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消乂装置 


※騒音値の数値は JIS 測定方法 （ JISS 3 日 31) に基づく正面値です。 


圆アフターサービス 

_ 保証について __ 

•添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お 
受け取りください。記載内容をご確認のラえ大切に保管してください。 

•保証期間はお買い上げの曰より1年間です。 

I 腐編ず 畜玄司 

•「图故障■異常の見分けかたと処置のしかた」に従って、お調べください。直 
5ないとさは、ご使用を中止し、必ず電源プラグをコンセントから抜いて、お 
買上げの販売店にご連絡ください。 

• ご連絡いたださたい巧容は次の通りです。 

①品名-•石油ファンヒーター（強制通気形開放式石油ス I -ーブ） 

® 型式の呼び…（例） LC - L 368 S @お買上げ年月日 

@故障の状況（できるだけ具体的に）⑤おなまえ-おところ-電話番号 

•修理に際しましては保証書をご提示ください。保証書の規定にしたげって、販 
売店が修理させていただをます。 

•保証期間が過ぎていてを、修理すれば使用できる焉合には、ご希望により有料 
で修理させていただをます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


この取扱説明書とス!-ーブに表示されている禁止事項-を意事項および通常使用 
に反して使用された場合の故障、事故は保証いたしません。 


近 








图アフターサービス 


補修用性能部品について 


♦石油ファンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切0後目年です。 
♦補修用性能部品とは、ストーブの機能を維持するために必要な部品です。 


消耗•劣化ずる部品 I 

•使用期間により、交換-メンテナンスが必要な部品… 

送油ノズルパッキン、点义ヒーターパッキン、ク□スマット、燃焼リング、フ 
レーム□ッド、給油□□金、油受け 

♦変質な油、不純打油の使用で勞化しやずい部品…電磁ポンプ、クロスマット 


乾居される場合 

♦本機は電源周波数己日、日 OHz とち同一仕様です。 

•電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いい 
の転鼠高地からの転居は再調整が必要ですのでお近くの 
(別紙参照）までご相談ください。 

ただけますが、高地へ 

お客様相談窓□一農 


A ま，局 

故障-破損した 5 使用しないでください。不完全な修理 
や改造は、危険です。 ^ 

A ま意 

修理、引越しなどでス 1-ー ブを運搬されるときは、必ず A ' 

油タンク、油受けざ 5 の灯油を抜いてください。運搬の M 

途中に灯油がこぼれ、周囲を巧すおそれげあります。 指ぉ . 


|聲障.修理の際の連絡先 I 

アフターサービスについてわか 5 ない場合は、お賈上げの販売店、または、お近 
<の1お客様相談窓□一覧 I (別紙参照）までお問いをわせ<ださい。 



•長年ご使用の石油フアンヒーターの点検を/ 

* 石ミ由フアンヒーターの補修用性 
能部品の保有期間は、製造巧ち 
切りを 6 巧でず。 







因 


ご使用の際 
このよラなことは 
ありませんか； 

1 

1 

•油漏れする。 

•燃烧中強いニオイびする。 
■がび異常に難い。 

•予熱時間が異常になびい。 
•運拉中異常な音がする。 
•その他の異常■故障がある。 

► 

1 

ご使用1 
中止 

1 

故晴ゃ事故防止のた 
め、コンセントか S 電 
源プラグを抜いて、必 
ず販売店に点巧-修理 
をご巧頼ぐださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


f 

型 式 


お買上ぱ年月日 

年月日 

1 

お買上げ店名 

(電話番号） （ ） 一 

J 


本 


株式会社 


社 名古屋市瑞穂区桃園町日ま17号 
千467-日配日 TEL 〈日巳2〉 822-1 144 
FAX 〈0已2〉 822-2742 


Y ぶ 













